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エゾウコギはニッケルアレルギーを抑制する 

「Advances in Dentistry & Oral Health」に掲載されました 

 

〔研究目的〕  

近年、金属アレルギーに罹患している人が増加していると言われ、金属アレルギーの中でも

歯科治療の素材や金属製装飾品の材料として頻繁に用いられるニッケル（元素記号 Ni）によ

るものが最も多い。金属アレルギーは、金属が直接皮膚に接触したり、溶解し体内に吸収され

た金属が抗原（ハプテン）として働き発症すると考えられますが、そのメカニズムは完全に解明

されておらず、基本的な治療法も確立されていません。エゾウコギは、抗炎症作用を有すること

が知られており、本研究では、ニッケルアレルギーのモデルマウスを用いてエゾウコギの予防効

果と治療効果について調べました。 

 

〔試験方法〕 

4-6週齢のBALB/c雌性マウスを2群に分け、エゾウコギ投与群（ASH群）のマウスには

エゾウコギエキスを5%配合した固形飼料を、対照群（Cont群）のマウスには通常の固形飼

料を28日間摂取させました。各々の飼料を28日間摂取させた後、マウスにLPS（リポ多糖）

と塩化ニッケル（NiCl2）の混合溶液を投与し感作を行い、感作から7日後に塩化ニッケル

溶液をマウスの右の耳介に皮内注射し、ニッケルアレルギーを発症させました。ニッケルア

レルギーの症状の程度を評価するため、耳介の厚さを24、48、72時間後に測定し、耳介の

組織学的な評価も実施しました。さらに、炎症性サイトカインであるTNF-α（腫瘍壊死因

子-α）とIL-6（インターロイキン-6）の血清中濃度を測定しました。 

 

〔結 果〕 

１）  耳介の腫脹について 

ASH 群においては、Cont 群と比較して局所炎症の程度を示す 24 および 48 時間後にお

ける耳介腫脹量（耳介の厚さ）が有意に低下しました（図 1）。また、図 1 に示した写真の

とおり炎症の程度を示す耳介の赤味が Cont 群と比較して ASH 群において軽度であり、

炎症が抑制されていることが分かります。 

２）  耳介の組織学的評価について 

耳介の組織をヘマトキシリン・エオシン染色して観察したところ、ASH 群では Cont 群と比

較して、組織へのリンパ球など慢性炎症性細胞の浸潤が減少し、皮下浮腫が抑制されて

いました（図 2）。 

３）  血清中の炎症性サイトカイン濃度について 

血清中の炎症性サイトカイン濃度を比較すると、IL-6 は Cont 群で 82.7 pg/mL、ASH 群

で 53.7 pg/mL と ASH 群で約 65%に低下し、TNF-αは、Cont 群で 16.9 pg/mL、ASH 群

で 12.6 pg/mL と ASH 群で約 75%に低下していました（図 3）。 

 

本研究の結果から、エゾウコギは金属アレルギーの予防や治療に有用である可能性が示さ

れました。 
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図 1．エゾウコギの耳介の腫脹への影響 

（A）Cont 群と ASH 群の耳介の腫脹量、（B）Cont 群の耳介の写真、（C）ASH 群の耳介

の写真、ASH 群では Cont 群と比較して赤味の程度が軽度である。 

 

 

         

 

図 2．エゾウコギの耳介組織への影響 

（A）Cont 群、（B）ASH 群、ASH 群では Cont 群と比較して、リンパ球の浸潤、浮腫の程

度が軽度である。 

 

 



study-report               サン・クロレラ研究サイト https://lab-sunchlorella.jp/ 

     

 
図 3．エゾウコギの血清中の炎症性サイトカインへの影響 

IL-6：インターロイキン-6、TNF-α：腫瘍壊死因子-α 
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